
1998年出土の木簡

一
九
九
八
年
出
土
の
木
簡

概

要

本
号
も
例
年
の
よ
う
に
、
昨
年
の
研
究
集
会
で

「
一
九
九
八
年
全
国
出
土
の

木
簡
」
と
し
て
報
告
し
た
事
例
を
中
心
に
、
計
七
八
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡

の
報
告
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
発
掘
調
査
や
そ
の
後
の
整
理
作
業
に
忙

し
い
な
か
、
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
諸
氏
、
な
ら
び
に
関
係
各
機
関
に
対
し
、

篤
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

こ
の
七
八
遺
跡
と
い
う
数
は
、
こ
れ
ま
で
で
最
多
で
あ
る
。
本
書
で
扱
う
事

例
数
は
年
々
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
実
際
の
出
土

事
例
の
増
加
も
あ
る
が
、
木
簡
の
使
用
が
広
い
時
代

・
地
域
に
わ
た
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
に
し
た
が
い
、
各
地
で
木
簡
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
注
意
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
号
に

は
明
治
年
間
の
木
簡
出
土
も
数
力
所
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。

な
お
七
八
遺
跡
中
半
数
の
三
九
遺
跡
は
、
九
七
年
以
前
の
出
土
で
あ
り
、

「
一
九
九
八
年
出
土
の
本
簡
」
と
い
う
標
題
と
や
や
飢
齢
を
き
た
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
出
土
以
後
の
整
理
作
業
に
時
間
が
か
か
る
た
め
で
、
本
誌

の
宿
命
的
な
も
の
で
も
あ
る
が
、
情
報
の
早
期
収
集
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
、

そ
の

一
因
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、　
一
九
九
八
年
の
木
簡
出
土
状
況
は
、
例
年
と
は
や
や
異
な

っ
た
様
相

を
呈
し
て
い
る
。
そ
れ
は
藤
原

・
平
城

。
長
岡

・
平
安
京
跡
と
い
う
主
要
な
古

代
都
城
遺
跡
か
ら
の
出
土
が
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
平
城
京
で
は
わ
ず
か
に
薬

師
寺
旧
境
内
か
ら

一
点
出
土
し
た
が
、
平
安
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
本
号
で
は
九
七
年
以
前
に
出
土
し
て
未
報
告
で
あ

っ
た
、
藤
原
京

・

平
城
京

・
長
岡
宮
跡
の
木
簡
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
う
ち
長
岡
宮
は

東
辺
官
衛

・
春
宮
坊
跡
と
北
辺
官
衛
北
部
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な

〃お
馴
染
み
〃
の
都
城
遺
跡
の
木
簡
の
少
な
さ
を
補
い
、
か
つ

き
わ
め
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
飛
鳥
池
遺
跡
か
ら
九
七

。
九
八
年
度
の
調
査
で

出
土
し
た
七
七
〇
〇
点
余
に
及
ぶ
大
量
の
木
簡
で
あ
る
。
同
遺
跡
は
南
北
二
つ

の
地
区
に
分
か
れ
、
南
半
部
で
は
金
属
や
玉

・
ガ
ラ
ス
の
工
房
跡
が
検
出
さ
れ
、

ま
た
富
本
銭
の
鋳
造
が
知
ら
れ
る
な
ど
、
浄
御
原
宮

・
藤
原
宮
の
時
期
に
営
ま

れ
た
総
合
的
な
宮
廷
所
属
の
工
房
遺
跡
で
あ

っ
た
。　
一
方
北
半
部
は
そ
の
北
に

位
置
す
る
飛
鳥
寺
、
そ
れ
も
道
昭
が
住
ん
だ
と
い
う
東
南
禅
院
と
の
関
連
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
は
特
に
北
半
部
か
ら
多
く
出
土
し
て
い
る
。



1998年出上の木簡

木簡の年代

○平城京跡右京七条一坊十
五坪

※○秋篠・山陵遣跡

薬師寺旧境内

藤原京跡右京六条四坊北
西坪

※○大藤原京跡左京北五条三
坊南西坪

○飛鳥池遺跡

※ 飛′鳥池東方遺跡
※ 飛鳥東垣内遺跡
※ 川原寺跡
※ 吉備池廃寺
長岡宮跡

○ 東辺官衛・春宮坊跡
○ 北辺官衛 (北部)
○平安京跡左京三条三坊十
五町

○平安京跡左京七条二坊八
町及び本囲寺

鳥羽遺跡・鳥羽離宮跡

※ 大藪遺跡
※ 興戸宮ノ前遺跡
※○武者ヶ谷遺跡

※○河守遺跡

○難波宮跡

○大坂城下町跡

※○長保寺遺跡

※○溝昨遺跡

※○玉櫛遺跡

※○釣坂遺跡

加都遺跡

※ 豊岡城館遺跡
※ 岩井枯木遺跡
※ 宮内黒田遺跡
※ 姫路駅周辺第四地点遺跡
(仮称)

※ 古網干遺跡
※○六大A遺跡
※○櫛田地区内遺跡群奥ノ垣
内地区

※○内垣外遺跡

※ 宇津宮辻子幕府跡
○汐留遺跡

○江戸城タト堀跡
(四谷御門外橋詰・御堀端
通・町屋跡)

奈良県奈良市

奈良県奈良市

奈良県奈良市

奈良県橿原市

奈良県橿原市

奈良県明日香村

奈良県明日香村

奈良県明日香村

奈良県明日香村

奈良県桜井市

京都府向日市

京都府京都市

京都府京都市

京都府京都市

京都府京都市

京都府京田辺市

京都府福知山市

京都府大江町

大阪府大阪市

大阪府大阪市

大阪府寝屋川市

大阪府茨木市

大阪府茨木市

兵庫県朝来町

兵庫県和田山町

兵庫県豊岡市

兵庫県豊岡市

兵庫県出石町

兵庫県姫路市

兵庫県姫路市

三重県津市

三重県松阪市

三重県多気町
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1998年出土の木簡

※○法光寺跡

※○白鴎遺跡

※○池之端七軒町遺跡

※○浅草寺遺跡

※○上千葉遺跡

○宮町遺跡

○小谷城跡 (伝知善院跡)

※○尾上浜遺跡

○屋代遺跡群 (北陸新幹線
関係)

※○榎田遣跡

一本柳遺跡

(○)市川橋遺跡

柳之御所遺跡

志羅山遺跡

○後田 (旧月記)遺跡
※ 洲崎遺跡
福井城跡(1)

(○)福井城跡(2)

※○神野遺跡

(○)堅田B遺跡

※○広坂遺跡

※○中保 B遺跡

※ 東木津遺跡
※ 栃谷南遺跡
※○榎井A遺跡

下ノ西遺跡

※○壱本杉遺跡

※ 砂山中道下遣跡
下町・坊城遺跡 C地点

※ 船戸川崎遺跡
三田谷 I遺跡

※ 熊山田散布地
○岡山城二の九 (中国電力
変電所)遺構
※ 新道 (清輝小)遺跡
※ 米田遺跡
百間川米田遺跡

※ 四日市遺跡
※ 下上戸遺跡
○長登銅山跡

観音寺遺跡

※○平田七反地遺跡

※ 元岡遺跡群

東京都新宿区

東京都台東区

東京都台東区

東京都台東区

東京都葛飾区

滋賀県信楽町

滋賀県湖北町

滋賀県湖北町

長野県更埴市

長野県長野市

宮城県小牛田町

宮城県多賀城市

岩手県平泉町

岩手県平泉町

山形県鶴岡市

秋田県井川町

福井県福井市

福井県福井市

石川県金沢市

石川県金沢市

石川県金沢市

富山県高岡市

富山県高岡市

富山県富山市

新潟県頸城村

新潟県和島村

新潟県笹神村

新潟県加治川村

新潟県中条町

新潟県中条町

島根県出雲市

岡山県邑久町

岡山県岡山市

岡山県岡山市

岡山県岡山市

岡山県岡山市

広島県東広島市

広島県東広島市

山口県美東町

徳島県徳島市

愛城県松山市

福岡県福岡市
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※は木簡新出土遺跡  ○は1997年以前出土遺跡  (○ )は 1997年以前出土もある遺跡



そ
し
て

「
天
皇
」
の
語
が
記
さ
れ
、
そ
の
成
立
時
期
の
論
議
に

一
石
を
投
じ

た
木
簡
が
あ
る
他
、
「
飛
鳥
寺
」
「禅
院
」
や
道
昭
の
弟
子
の

「智
調
師
」
の
名

が
見
え
、
ま
た
多
く
の
寺
院
名
や
漠
詩
を
書
い
た
木
簡
な
ど
が
あ
り
、
内
容
が

豊
富
で
あ
る
。
さ
ら
に

「丁
丑
年
」
（天
武
天
皇
六
年
）
に

「
三
野
国
」
か
ら

「次
米
」
を
貢
上
し
た
二
点
の
荷
札
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
天
武
天
皇
六
年
十

一
月
に
行
わ
れ
た
と
伝
え
る

「新
嘗
」
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
国
家

的
祭
祀
の
成
立
過
程
の
問
題
と
も
絡
ん
で
、
今
後
の
論
議
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
難
波
宮
跡
か
ら
は
、
前
期
難
波
宮
の
時
期
に
属
す
る
木
簡
が
三
点
出
土

し
た
。　
一
点
は

「謹
啓
」
で
始
ま
る
文
書
木
簡
の
冒
頭
部
の
断
片
で
あ
り
、

「
謹
啓
」
木
簡
で
は
最
古
の
例
に
な
る
。
ま
た
も
う

一
点
は
人
形
に
書
か
れ
た

も
の
だ
が
、
そ
れ
は
木
簡
を
人
形
に
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
「奴
」
に
関
わ

る
文
書
木
簡
で
興
味
深
い
。
紫
香
楽
宮
跡
で
あ
る
滋
賀
県
宮
町
遺
跡
か
ら
は
、

大
半
は
削
居
だ
が
、
二
〇
〇
〇
点
近
い
大
量
の
木
簡
が
出
土
し
た
。

そ
れ
以
外
の
古
代
木
簡
に
目
を
移
す
と
、
ま
ず
平
城
京
の
北
の
京
外
に
位
置

す
る
秋
篠

・
山
陵
遺
跡
出
上
の
木
簡
は
、
米
の
下
給

。
収
納
を
記
録
し
て
お
り
、

「寺
」
「
司
」
の
墨
書
土
器
と
合
わ
せ
、
秋
篠
寺
と
の
関
係
を
想
定
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
。
兵
庫
県
加
都
遺
跡
出
上
の
大
型
木
簡
は
、
田
地
の
開
発
に
関
わ

り
、
同
県
宮
内
黒
田
遺
跡
の
木
簡
は
土
地
の
貸
借
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
。

長
野
県
榎
田
遺
跡
の
木
簡
は
、
二
ヵ
月
以
上
に
わ
た
り
日
々
の
稲
の
収
納
量

を
書
き
次
い
だ
と
み
ら
れ
る
。
宮
城
県
市
川
橋
遺
跡
か
ら
は

「杜
家
立
成
」
の

習
書
木
簡
が
出
土
し
た
。
同
書
は
、
正
倉
院
に
光
明
皇
后
筆
の
も
の
が
現
存
す

る
の
み
だ
が
、
そ
れ
と
は
文
字
が
異
な
る
部
分
の
あ
る
習
書
木
簡
が
出
土
し
た

こ
と
は
、
同
書
の
伝
来
や
普
及
過
程
を
考
え
る
上
で
大
き
い
意
味
を
持
つ
。

石
川
県
神
野
遺
跡
出
土
木
簡
は
、
出
挙
の
記
録
か
と
み
ら
れ
る
束
数
を
記
す
。

新
潟
県
榎
井
Ａ
遺
跡
の
井
戸
の
矢
板
に
転
用
さ
れ
た
木
簡
に
は
、
「御
田
」
で

の

「阿
桜
夫
」
の
大
規
模
な
動
員
を
示
す
文
書
が
記
さ
れ
、
名
称
は
不
明
だ
が
、

荘
園
に
関
わ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
同
県
船
戸
川
崎
遺
跡
か
ら
は
数
人
の
人
名

と
数
字
を
書
き
、
合
点
を
付
け
た
記
録
木
簡
が
出
土
し
た
。

島
根
県
三
田
谷
Ｉ
遺
跡
か
ら
は
本
誌
第

一
七
号
報
告
の
も
の
と
同
じ
く
、
出

雲
国
神
門
郡
内
の
郷
名
の
下
に
人
名
を
書
い
た
木
簡
が
二
点
出
土
し
、
同
遺
跡

が
郡
家
に
関
連
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
古
代
銅
生
産
官
衛
遺
跡
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
本
簡
が
出
土
し
て
い
る
山
口
県
長
登
銅
山
跡
か
ら
は
、
二

三
〇
点
の
出
土
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
＞」
れ
ま
で
に
も
例
が
あ
る
「少
目
殿
」
や

「大
殿
」
の
語
が
見
え
る
。
本
誌
第

一
九
号
で
も
事
例
報
告
を
し
た
徳
島
県
観

音
寺
遺
跡
か
ら
は
、
新
た
に

一
二
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
「板
野
国
守
大
夫
」

の
記
載
が
あ
り
、
初
期
国
府

。
国
司
の
あ
り
方
に
論
議
を
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。

福
岡
県

・
元
岡
遺
跡
群
か
ら
出
上
し
た
木
簡
に
は

「壬
辰
年
韓
鐵
」
と
記
さ

れ
て
い
た
。
「壬
辰
年
」
は
持
統
天
皇
六
年
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
、
「韓
銭
」
は

「韓
鐵
師
」
「韓
鍛
冶
」
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
中

。
近
世
の
木
簡
に
移
る
。
ま
ず
中
世
木
簡
で
は
、
例
年
の
よ
う
に
宗

教
関
係
の
も
の
が
目
に
付
く
。
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
柿
経
が
京
都
府
鳥
羽

遺
跡

。
鳥
羽
離
宮
跡
、
滋
賀
県
小
谷
城
跡
か
ら
、
卒
塔
婆
が
平
安
京
跡
左
京
七
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条
二
坊
八
町
及
び
本
囲
寺
、
大
阪
府
長
保
寺
遺
跡

・
溝
昨
遺
跡

。
玉
櫛
遺
跡
、

兵
庫
県
古
網
干
遺
跡

（古
代
末
―
中
世
）、
滋
賀
県
小
谷
城
跡
、
石
川
県
堅
田
Ｂ

遺
跡
、
新
潟
県
下
町

・
坊
城
遺
跡
、
岡
山
県
米
田
遺
跡

。
百
間
川
米
田
遺
跡

。

熊
山
田
散
布
地
、
広
島
県
下
上
戸
遺
跡
な
ど
か
ら
、
呪
符
が
兵
庫
県
岩
井
枯
木

遺
跡

（古
代
―
中
世
▼

古
網
千
遺
跡
、
新
潟
県
下
町

。
坊
城
遺
跡
、
蘇
民
将
来

札
が
三
重
県
六
大
Ａ
遺
跡

・
内
垣
外
遺
跡

（中
世
か
近
世
）、
新
潟
県
壱
本
杉
遺

跡
な
ど
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
秋
田
県
洲
崎
遺
跡
出
土
の
木
簡
に
は
、
僧
侶
と

人
魚
の
絵
と
文
字
が
書
か
れ
、
人
魚
の
除
災
供
養
に
用
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
富
山
県
中
保
Ｂ
遺
跡
で
は
、
時
期
が
明
確
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
中
世

の

「神
宮
」
「御
師
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
木
簡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

ま
た
近
世
の
宗
教
関
係
木
簡
と
し
て
は
、
京
都
府
大
藪
遺
跡
か
ら
位
牌
、
三

重
県
櫛
田
地
区
内
遺
跡
群
か
ら
呪
符
、
東
京
都
法
光
寺
跡

・
池
之
端
七
軒
町
遺

跡
か
ら
は
墓
地
関
係
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
中
世
木
簡
と
し
て
、
神
奈
川
県
宇
津
宮
辻
子
幕
府
跡
で
は
、
鎌

倉
幕
府
の
御
家
人
に
溝
の
普
請
を
割
り
当
て
た
際
の
、
工
事
区
間
を
示
す
木
簡

が
出
土
し
て
い
る
。
同
種
の
木
簡
は
、
こ
れ
ま
で
若
宮
大
路
両
側
溝
か
ら
の
出

土
例
が
あ
る
。
ま
た
岡
山
県
新
道
遺
跡
か
ら
は
、
「御
庄
」
の
記
載
が
あ
る
木

簡
が
出
土
し
て
い
る
が
、
殿
下
渡
領
の
鹿
田
庄
の
荘
家
の
所
在
地
と
み
ら
れ
る
。

近
世
の
京
都
府
平
安
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
五
町
と
左
京
七
条
二
坊
八
町
及

び
本
囲
寺
、
東
京
都
汐
留
遺
跡

・
江
戸
城
外
堀
跡

・
白
鴎
遺
跡
あ
る
い
は
福
井

県
福
井
城
跡
②
、
岡
山
県
岡
山
城
二
の
丸
遺
構
な
ど
か
ら
は
、
近
世
都
市

・
城

下
町
の
生
活
の
様
相
を
物
語
る
木
簡
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。

な
お
、
種
々
の
事
情
に
よ
り
、
本
号
に
掲
載
す
べ
く
し
て
で
き
な
か
っ
た
遺

跡
が
あ
る
。
兵
庫
県
兵
庫
津
遺
跡

。
二
重
県
桑
名
城
下
町
遺
跡

・
長
野
県
綿
内

遺
跡
群
南
條
遺
跡

・
群
馬
県
前
六
供
遺
跡

・
秋
田
県
十
二
牲
遺
跡

・
富
山
県
入

塚
Ｃ
遺
跡

。
新
潟
県
野
中
土
手
付
遺
跡

。
広
島
県
郡
山
遺
跡

・
鹿
児
島
県
浜
町

遺
跡
で
あ
る
。
ま
た
奈
良
県
西
橋
遺
跡

・
太
田
遺
跡
、
京
都
府
平
安
京
跡
左
京

九
条
二
坊
十
五
町

・
御
土
居
跡
、
兵
庫
県
赤
穂
城
本
九
跡

・
時
友
遺
跡

・
姫
路

城
跡

・
宮
内
堀
脇
遺
跡

（
一
九
九
六
年
度
調
査
）、
滋
賀
県
大
将
軍
遺
跡

（草
津
市

教
育
委
員
会
調
査
分
）、
静
岡
県
水
守
Ｉ
遺
跡

・
元
島
遺
跡
、
神
奈
川
県
佐
助
ヶ

谷
遺
跡
、
東
京
都
汐
留
遺
跡

（汐
留
遺
跡
調
査
会
調
査
分
）
。
江
戸
城
和
田
倉
遺

跡
、
岩
手
県
仙
人
西
遺
跡
、
福
井
県
福
井
城
跡
国
際
交
流
会
館
地
点
、
石
川
県

金
石
本
町
遺
跡

（第
三
次
調
査
ド

木
ノ
新
保
遺
跡

。
四
柳
白
山
下
遺
跡
、
新
潟

県
新
堀
村
下
遺
跡

・
牧
目
館
遺
跡

・
平
林
城
跡

。
春
日
山
城
跡

・
伝
至
徳
寺
跡
、

広
島
県
尾
道
遺
跡
に
つ
い
て
は
今
号
も
掲
載
で
き
な
か
っ
た
。

一
度
機
会
を
逃
す
と
な
か
な
か
掲
載
が
困
難
な
場
合
が
多
い
。
し
か
し
木
簡

出
土
事
例
を
全
て
載
せ
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
本
誌
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
掲
載
を
今
後
も
追
求
し
て
い
き
た
い
。
改
め
て
関
係
各
機
関

・
担
当
者
の

方
々
の
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

以
前
に
比
べ
本
誌
で
扱
う

「木
簡
」
の
時
代
や
範
疇
は
大
き
く
広
が
り
、
そ

れ
に
つ
れ
て
ず
い
ぶ
ん
大
部
な
本
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
本
誌
の
あ
り
方
自
体
、

議
論
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
　

　

（舘
野
和
己
）




